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平成 31 年 3 月５日撮影



　
任
期
満
了
に
伴
う
宇
検
村
長

選
挙
が
平
成
31
年
１
月
15
日
告

示
、同
20
日
に
投
票
が
行
わ
れ
、

即
日
開
票
の
結
果
、
元
山
公
知

氏
（
48
）
が
初
当
選
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
選
挙
は
、
現
職
２
期

目
の
元
田
信
有
氏
が
昨
年
９
月

の
村
議
会
定
例
会
で
勇
退
を
発

表
。
こ
れ
を
受
け
て
、
元
山
氏

肥
後
氏
が
同
月
に
相
次
い
で
立

候
補
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

元
山
氏
は
公
平
公
正
な
政
治

と
元
田
村
政
の
継
承
を
訴
え
、

「
さ
ぁ
今
こ
そ
、
さ
ら
に
元
気

な
村
づ
く
り
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、

村
独
自
の
輸
送
コ
ス
ト
支
援
事

　

宇
検
村
議
会
議
員
補
欠

選
挙
は
平
成
31
年
１
月
15

日
告
示
さ
れ
、
欠
員
２
に

対
し
、
左
記
２
名
が
立
候

補
。
同
日
夕
方
５
時
ま
で

に
他
の
立
候
補
届
出
が
な

か
っ
た
た
め
、
両
候
補
の

無
投
票
当
選
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

平
成
23
年
１
月
か
ら
２

期
、
８
年
間
勤
め
ら
れ
た

元
田
信
有
村
長
の
任
期
最

終
日
と
な
っ
た
平
成
31
年

１
月
24
日
（
木
）、
役
場
会

議
室
で
退
任
式
が
あ
り
ま

し
た
。
元
田
村
長
は
出
席

し
た
職
員
を
前
に
「
様
々

な
施
策
を
行
っ
て
き
た
が
、

や
は
り
人
と
人
の
繋
が
り

が
大
切
で
あ
る
と
８
年
間

で
学
ん
だ
。
今
後
職
員
に

は
、
我
々
が
宇
検
村
を
良

く
す
る
ん
だ
と
自
信
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
。
舵
を
取
っ
て
き
た
宇

検
村
丸
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を

次
の
元
山
村
長
に
交
代
す

る
。
職
員
は
船
の
原
動
力
。

み
ん
な
で
協
力
し
、
次
の

キ
ャ
プ
テ
ン
を
助
け
な
が

ら
、明
日
の
宇
検
村
を
作
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

　

役
場
正
門
前
に
は
元
田

村
長
を
見
送
ろ
う
と
地
域

住
民
約
30
名
が
駆
け
つ
け
、

「
長
い
間
、
村
の
た
め
に
尽

く
し
て
く
れ
て
本
当
に
あ

り
が
と
う
」
と
声
を
掛
け

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

農
業

中
央
工
学
校
卒

田
検

会
社
元
役
員

大
島
実
業
高
卒

田
検

業
や
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
見

据
え
、
う
け
ん
市
場
な
ど
の
体

制
強
化
、
交
通
弱
者
対
策
な
ど

を
訴
え
、
村
民
の
過
半
数
の
支

持
を
集
め
ま
し
た
。

　

開
票
作
業
は
午
後
８
時
か
ら

元
気
の
出
る
館
で
行
わ
れ
、
票

の
仕
分
け
作
業
も
順
調
に
進

み
、
午
後
８
時
45
分
に
最
終
確

定
。
元
山
氏
が
７
１
８
票
、
肥

後
氏
が
６
９
５
票
と
な
り
、
23

票
の
僅
差
で
元
山
氏
の
初
当

選
が
決
定
し
ま
し
た
。
村
長

選
が
選
挙
戦
と
な
っ
た
の
は

２
０
１
１
年
以
来
８
年
ぶ
り
。

投
票
率
は
95
・
41
％
で
前
回
を

１
・
02
㌽
下
回
り
ま
し
た
。

村長選挙投開票結果

・産学官連携による本村に適した
農林水産物の開拓
・うけん市場等観光
物産協会の充実

・島口、八月踊り等郷土教育の充実
・対馬丸慰霊碑建立に
ともなう平和教育交流
事業等の拡充

・ケンムン集落（シマ）歩きツアー
の開催
・出会い、婚活
イベントの開催

・職員研修の充実、職員の
スキルアップ
・事業の優先
順位の明確化

・診療所、庁舎、給食センター建設
・放課後児童クラブの拡充
・道路交通網の整備
・近隣福祉ネットワーク
や見守りサービスの拡充

佐
さ さ き

佐木  一
かずいえ

宇 海
うなばら

原  隆
た か や

家

  当日有権者数 1,504

  投票者総数 1,435

  無効票数 　 20

  投票率 (%) 95.41

  前回投票率 (%) 96.43

  当  元山　公知　   718 票

  　  肥後　充浩　   695 票

【1 月 20 日午後 8 時 45 分選管確定】

元
山
新
村
政
が

　
　
　

ス
タ
ー
ト

【元山公知村長の略歴】
1989 年 県 立 大 島 高 校 卒。
東京で就職。U ターン後に
沖縄で飲食店経営 3 年。33
歳 で 再 U タ ー ン し、34 歳
か ら 村 議 当 選 4 回。2012
年 か ら 議 長 ２ 年。 現 在 48
歳。田検集落。

さぁ 今こそ、

笑顔あふれる
　　　　未来の宇検村へ

元田村長
　　8年間お疲れ様でした

▶ 収入につながる産業振興

▶ 文化、歴史から学ぶ心豊かな教育

▶ 村民みんなで、おもてなし ▶ 健全な行財政運営

▶ 安心して暮らせる村づくり

さらに元気な村づくり

明
日
の
宇
検
村
を
託
す

新
議
員
２
名
が
決
ま
る（74） （62）
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平成  31 年宇検村消防出初式

平成 31 年宇検村成人式
１

２３４

１３

２

４５

1 女性消防団員の制服 2 田検小学校
鼓笛隊の皆さん 3 パレードの様子 4
最後に行われた一斉放水の様子 5 整
列する姿が凛々しい団員たち 6 村民
の方々からの声援

６

表
彰
受
賞
者(

敬
称
略)

　消
防
庁
長
官
表
彰
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
永
年
勤
続
功
労
章

　
　
　
安
田
　
晃
典

日
本
消
防
協
会
表
彰

　
　
30
年
勤
続
章

　
　
　
安
田
　
晃
典

鹿
児
島
県
消
防
協
会
表
彰

　
　
功
績
章

　
　
　
時
田
　
伸
二
　

　
　
　
松
井
　
勝
　

鹿
児
島
県
消
防
協
会
表
彰

　
　
精
績
章

　
　
　
川
畑
　
博
学

鹿
児
島
県
知
事
表
彰

　
　
40
年
勤
続
章

　
　
　
保
池
　
久

鹿
児
島
県
知
事
表
彰

　
　
10
年
勤
続
章

　
　
　
保
池
　
登

　
　
　
後
藤
　
義
仁

　
　
　
吉
久
　
征
男

　
　
　
屋
宮
　
悟

　
　
　
碇
元
　
隆
浩

大
島
支
部
長
表
彰

　
　
功
績
章

　
　
　
重
野
　
隼
人

　
　
　
植
田
　
大
伸

成
人
式
該
当
者(

敬
称
略)

高
田
　
拓
実
　（
宇
検
）

前
田
　
　
葵
　（
宇
検
）

畑
添
　
幹
太
　（
久
志
）

市
川
　
藤
乃
　（
久
志
）

野
畑
　
　
愛
　（
久
志
）

松
井
　
洋
希
　（
芦
検
）

米
田
　
祥
広
　（
芦
検
）

中
村
日
佳
里
　（
田
検
）

森
　
　
莢
樹
　（
湯
湾
）

河
内
み
な
み
　（
湯
湾
）

小
松
　
瞳
子
　（
湯
湾
）

柳
原
　
空
海
　（
湯
湾
）

福
山
　
勇
清
　（
石
良
）

古
島
　
歩
朗
　（
須
古
）

徳
山
　
友
季
　（
名
柄
）

芦
原
　
啓
太
　（
名
柄
）

江
見
　
太
我
　（
平
田
）

信
岡
　
康
貴
　（
阿
室
）

1 全員で記念撮影 2 近況報告
や将来の夢を楽しそうに話す
新成人の皆さん 3 スーツをき
て背筋が伸びる男性陣 4 来場
者全員で村民歌を歌う様子

【
新
成
人
対
象
者
】平
成
10
年（
１
９
９
８

年
）４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年（
１
９
９
９

年
）
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

平
成
31
年
１
月
６
日
（
日
）

宇
検
村
消
防
出
初
式
が

宇
検
村
総
合
体
育
館
で
行
わ

れ
、
宇
検
村
消
防
団
員
が
一
同

に
集
結
。
多
く
の
村
民
の
方
々

が
見
守
る
中
、
今
年
一
年
の
防

災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。
式
典
前
、
宇
検
村
役
場

か
ら
会
場
ま
で
、
田
検
小
学
校

の
児
童
約
30
名
の
鼓
笛
隊
を
先

頭
に
パ
レ
ー
ド
を
実
施
。
今
回

は
、
今
年
度
新
た
に
誕
生
し
た

女
性
消
防
団
員
11
名
が
初
め
て

参
加
。
真
新
し
い
制
服
に
身
を

包
み
行
進
を
し
ま
し
た
。
そ
の

姿
を
一
目
見
よ
う
と
沿
道
に
は

た
く
さ
ん
の
村
民
の
方
々
が
訪

れ
、
た
く
さ
ん
の
声
援
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。
式
典
で
は
長
年

の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
12
名
を

表
彰
。
保
池
久
団
長
は
「
想
定

を
な
く
し
、
火
災
に
対
応
で
き

る
よ
う
精
進
し
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
終
了
後
に
は
、

陸
上
競
技
場
に
て
カ
ラ
フ
ル
な

色
水
を
使
っ
た
一
斉
放
水
が
行

わ
れ
、
出
初
式
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

宇
検
村
の
新
春
を
飾
る
恒

例
行
事
、
宇
検
村
成

人
式
が
平
成
31
年
１
月
４
日

（
金
）、
宇
検
村
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
「
元
気
の
出
る
館
」
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
新
成
人
18
人
の

う
ち
、
14
人
が
出
席
。
家
族
や

地
域
住
民
な
ど
約
１
０
０
名
の

ほ
か
、
恩
師
４
名
も
駆
け
つ
け
、

新
成
人
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
村
野
教
育
長
は
「
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
本
当
に
自
分

が
や
り
た
い
こ
と
が
何
か
を
見

つ
け
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
精
進

し
て
く
だ
さ
い
」
と
新
成
人
を

激
励
。
新
成
人
を
代
表
し
て
、

福
山
勇
清
さ
ん
が
「
本
日
い
た

だ
い
た
貴
重
な
お
言
葉
を
胸
に

お
さ
め
、
社
会
人
と
し
て
の
自

覚
を
持
ち
、
日
々
努
力
し
て
い

き
た
い
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
村
連
合
青
年
団

主
催
の
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
祝
唄

や
島
唄
の
ほ
か
、
新
成
人
の
成
長

を
記
録
し
た
ス
ラ
イ
ド
を
上
映
。

会
場
か
ら
は
当
時
を
懐
か
し
む

声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。　
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▲人気のエビ汁に長蛇の列。大盛況となった会場の様子 ▲利用者や職員による多彩な余興で花を添えた

　　    滝の園  開園から 30 周年
　　　　記念式典・祝賀会を開催

　平成 30 年 11 月 23 日（金）、元気の出る館大ホー
ルにおいて障害者支援施設「滝の園」の開園 30
周年記念式典・祝賀会が行われました。来賓を始
め関係者や利用者ら約 180 名が参加。記念式典後
には祝賀会も行われ、利用者らが踊りやダンスな
どで、開園 30 周年を祝いました。園長の泰山え
みさんは挨拶で「地域の皆様に支えられて 30 周
年を迎えることができた。関わっていただいたす
べての方々に感謝したい」話しました。

1 　　    エビ汁に長蛇の列！
　　　　第 11 回宇検村お魚祭り

　第 11 回宇検村お魚祭りが平成 30 年 12 月 16
日（日）、漁協施設前にて開催されました。11 時
の販売開始前からたくさんの来場者が訪れ、列を
つくりました。スタートと同時にエビ汁、イカ墨
汁販売には長蛇の列。また、地元海産物販売コー
ナーでも来場者らは正月の品を競うように買い求
めていました。その他、ハリセンボンとキハダマ
グロの解体ショーも行われ、来場者らの目を楽し
ませていました。

4 

　　    新鮮野菜と鹿児島黒牛を堪能！
　　　　第 7 回うけん市場祭り

　平成 30 年 12 月 23 日（日）結の館前駐車場にて、
第 7 回うけん市場祭りが開催されました。会場に
は、村内で採れた新鮮な野菜や果物、海産物など
のほか、手作りのお菓子、惣菜、コーヒーやパン
など様々な商品が並び、大賑わい。今回は和牛日
本一に輝いた鹿児島黒牛を PR するためサイコロ
ステーキを振る舞う試食ブースを設置。開始時間
と同時に長蛇の列ができ、来場者らは A5 ランク
の鹿児島黒牛を美味しそうに味わっていました。

5

　　    村内の小学 6 年生 12 名が
　　　　　宮城県七ヶ宿町を訪問

　平成 30 年 12 月 25 日から 2 泊 3 日の日程で村
内の小学生 12 名が宮城県七ヶ宿町を訪問しまし
た。友好都市協定を締結している宮城県七ヶ宿町
との児童交流事業は今回で 5 回目。子どもたちは、
七ヶ宿町スキー場でのスキー体験やそば打ち体験
を行ったほか、東日本大震災の被災地を訪問。仙
台市内では、ケヤキ並木に数十万に上る数の LED
が取り付けられたイルミネーションイベント「光
のページェント」を見学しました。

6 

▲表彰状を手にする伊村廣文さん▲スキーやそば打ちなど貴重な体験ができました

▲講演する神奈川大学大学院の加藤里織さん▲最高ランクのサイコロステーキが振る舞われました

　　    長年の功績が評価
　　　　伊村廣文さん　文科省表彰

　昭和 54 年からスポーツ推進委員を勤めている
伊村廣文さん（湯湾）が地域スポーツの普及振興
に尽力した長年の功績が認められ、文部科学大臣
賞より表彰されました。その報告のため、平成 30
年 12 月 4 日（火）、来庁。伊村さんは「長年やっ
てきたが、各集落をまわりグラウンドゴルフなど
ニュースポーツの普及に力を入れたことが印象に
残っている。今後も村民の健康作り、健康増進に
努めていきたい」と話しました。

3 

　　    宇検村ブラジル移民 100 周年
　　　記念　加藤里織さんが講演

　平成 30 年 12 月 4 日（火）、元気の出る館講座
室で宇検村ブラジル移民 100 周年記念し、ブラジ
ル移民史を研究している奄美２世の加藤里織さん
が「ブラジル移民史と在伯奄美人の現在とこれか
ら」と題し、講演を行いました。会場には村内外
から約 50 人が来場。加藤さんは「ブラジルと宇
検村の関係を次の 100 年へつなぐために架け橋と
なる人材が必要」と来場者へ向け、今後の交流事
業の必要性を訴えました。

2 
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　　    世界自然遺産奄美トレイル
　　　　宇検村の 3 コースが開通！

　奄美ならではの自然や文化に触れあうことので
きるコースを鹿児島県が地域の住民と一緒に選定
する世界自然遺産奄美トレイル。宇検村の 3 コー
スの開通式が、平成 31 年 2 月 3 日（日）、第 21
回宇検村健康づくり完走歩大会と併せて開催され
ました。宇検村では「倉木崎・峰田山・待ち網漁」
11.9 ㎞、「うけん市場・湯湾集落・湯湾岳」5.9 ㎞、「佐
念のガジュマル・タエン浜・屋鈍の三月石」10 ㎞
の 3 コースを選定しています。

9 

　　    第 13 回ケンムン杯
　　　　中学校女子バレーボール大会

　平成 31 年 2 月 2 日（土）、第 13 回ケンムン杯
中学校女子バレーボール大会が宇検村総合体育館
と田検中学校体育館の２会場で開催され、各会場
ともに熱戦が繰り広げられました。田検中学校は
予選ブロックで笠利中学校と金久中学校を見事撃
破。決勝トーナメントに進み、赤木名中学校と対
戦しましたが、次第に疲れが見えはじめ、残念な
がら敗退となりました。優勝に輝いたのは朝日中
学校。昨年に続き、見事 2 連覇を達成しました。

10

▲ゴール後には豚汁などが振る舞われました▲気迫あふれるプレーで会場を沸かせる！ ▲優勝した朝日中学校の選手のみなさん　

▲子どもたちのボールを追いかける一生懸命な姿！▲強烈なスパイクに必死に食らいつく田検中学校の選手

▲堂々と選手宣誓をした宇検マテリヤの杉浦 天君▲開通式（上）　号砲とともにスタートする様子（左下）

　　    第 21 回宇検村健康づくり
　　　　　完走歩大会が開催

　平成 31 年 2 月 3 日（日）、第 21 回宇検村健康
作り完走歩大会が村陸上競技場を会場に行われま
した。今回は世界自然遺産奄美トレイル宇検村コー
スの開通式も併せて開催。3 ㎞、5 ㎞、湯湾岳登
山道を含む奄美トレイルコース、サイクリングコー
スに約 350 名が参加。満開のヒカンザクラや新緑
など、自然を存分に楽しみながら、思い思いのペー
スでウォーキングに汗を流しました。

8 

大会結果

大会結果

U-7 の部
（小学 1 年生以下）

U-10 の部
（小学 4 年生以下）

U-12 の部
（小学 6 年生以下）

優勝　朝日中学校
2 位　赤木名中学校
3 位　小宿中学校、古仁屋中学校

優勝 : 瀬戸内 SSS
2 位：FC 龍郷　
3 位：朝日 A　

優勝：FC 龍郷
2 位：小宿 FC
3 位：瀬戸内 SSS　

優勝 : 瀬戸内 SSS
2 位：宇検マテリヤ・小宿
3 位：名瀬イレブン　

　　    第３回ウケンムン Cup
　　　　少年サッカー大会　開催！

　宇検マテリヤサッカースポーツ少年団主催の第
３回ウケンムン Cup 少年サッカー大会が平成 31
年 1 月 25 日、26 日の２日間、宇検村野球場で開
催されました。大島本島内から 3 部門に合計 19
チームが参加。時折、冷たい雨の降る悪天候とな
りましたが、子どもたちはチームメイトとボール
をつなぎ、ゴールに向かう一生懸命なプレーを展
開。全試合で熱戦を繰り広げました。地元宇検マ
テリヤサッカースポーツ少年団は U-12 の部（小学
6 年生以下）で小宿との合同チームを結成。7 チー
ムで総当たり戦を行い、５勝０負 1 分と健闘を見
せで、見事 2 位に輝きました。

7 
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宇検村
せいかつ
情報局

((((　Living information ))))

重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
助
成
制
度
に
つ
い
て

３
月
11
日
～
４
月
10
日

危
険
ド
ラ
ッ
グ
・
シ
ン
ナ
ー

等
乱
用
防
止
強
調
月
間

人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

Living information 生活の情報をお届けします！

平成31年4月から産前産後期間の国民年金保険料の免除となります

免除期間

産前産後期間の取り扱い

対象者

届出時期

届出先

施行日

　出産予定日又は出産日が属する月の前月から 4 か月間（以下「産前産後期間」といいます。）の
国民年金保険料が免除されます。
なお、多胎妊娠の場合は、出産予定日又は出産日が属する月の 3 か月前から 6 か月間の国民年金
保険料が免除されます。
※ 出産とは、妊娠 85 日（4 か月）以上の出産をいいます。（死産、流産、早産された方を含みます。）

「国民年金第 1 号被保険者」で出産日が平成 31 年 2 月 1 日以降の方

「国民年金第 1 号被保険者」で出産日が平成 31 年 2 月 1 日以降の方

住民登録をしている市（区）役所・町村役場の国民年金担当窓口へ申請書を提出してください。

平成 31 年４月 1 日

出産予定日の 6 か月前から提出可能です。速やかに提出してください。
※ ただし、提出ができるのは平成 31 年 4 月からです。

　平成 31 年 4 月から、日本年金機構ホームページから届出
用紙をダウンロードできる予定です。また、記入の方法も併
せて掲載する予定です。
　　日本年金機構ホームページ　https://www.nenkin.go.jp/

　

重
度
の
身
体
障
害
者
及
び
知

的
障
害
者
の
方
へ
医
療
費
（
登

録
申
請
が
必
要
で
す
）
を
助
成

し
ま
す
。

　

助
成
金
申
請
は
、
重
度
心
身

障
害
者
医
療
費
助
成
金
支
給
申

請
書
と
領
収
書
又
は
重
度
心
身

障
害
者
医
療
費
助
成
金
支
給
申

請
書
医
療
機
関
等
証
明
欄
に
保

険
適
用
分
の
自
己
負
担
金
の
証

明
を
も
ら
い
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

危
険
ド
ラ
ッ
グ
を
乱
用
す
る

と
、
お
う
吐
や
け
い
れ
ん
、
意

識
消
失
な
ど
が
起
き
、
死
亡
に

至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

精
神
へ
影
響
を
及
ぼ
し
、
自
分

の
意
志
で
乱
用
を
や
め
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
大

変
危
険
な
薬
物
な
の
で
、
好
奇

心
な
ど
か
ら
安
易
に
手
を
出
し

た
ら
絶
対
に
い
け
ま
せ
ん
。

　

家
庭
、
学
校
、
地
域
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
危
険
ド
ラ
ッ

グ
等
の
薬
物
乱
用
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

◎
お
問
合
せ
先

名
瀬
保
健
所

☎
０
９
９
７
‐
５
２
‐
５
４
１
１

鹿
児
島
県
く
ら
し
保
健
福
祉
部

薬
務
課

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
８
０
４

　

宇
検
村
の
人
権
擁
護
委
員
が

◆　添付書類について
出産前に届出をする場合：母子健康手帳など
出産後に届出をする場合：出産日は市区町村で確認できるため原則不要
			   　ただし、被保険者と子が別世帯の場合は、出生証明書など出産日及び親
　　　　　　　　　　　 子関係を明らかにする書類

◆　個人番号（マイナンバー）により届出を行う際の添付書類について
届出者本人が窓口で届書を提出する場合は、マイナンバーカード（個人番号カード）を提示して
ください。
お持ちでない場合は、以下の①及び②を提示してください。
なお、郵送で届書を提出する場合は、マイナンバーカードの表裏両面または①及び②のコピーを
添付してください。
①マイナンバーが確認できる書類：通知カード、個人番号の表示がある住民票の写し
②身元確認書類：運転免許証、パスポート、在留カードなど

　

支
給
に
つ
い
て
は
、
現
金
及

び
指
定
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ

ま
す
。
な
お
、
高
額
医
療
費
の

払
い
戻
し
分
や
公
費
負
担
分
、

保
険
適
用
外
の
自
己
負
担
分（
食

事
費
等
）
に
つ
い
て
は
、
助
成

金
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

【
助
成
対
象
者
】

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た

は
２
級
を
お
持
ち
の
方

・
知
的
障
害
者
更
生
相
談
所
に

お
い
て
知
能
指
数
が
35
以
下
と

判
定
さ
れ
た
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
と
療

育
手
帳
B 

１
を
あ
わ
せ
て
お
持

ち
の
方

◎
お
問
合
せ
先

宇
検
村
役
場　

保
健
福
祉
課

障
害
福
祉
係

☎
０
９
９
７
‐
６
７
‐
２
２
１
１

（
内
線
１
１
０
）

幸　れい子　氏
（新任）

特
別
障
害
者
手
当

及
び
障
害
児
福
祉
手
当

に
つ
い
て

■ 

目
的

　

重
度
の
障
害
者
又
は
障
害
児

に
対
し
て
、
そ
の
障
害
に
よ
り

必
要
と
な
る
特
別
の
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

■ 

支
給
要
件

　

精
神
又
は
身
体
に
重
度
の
障

害
を
有
す
る
た
め
、
日
常
生
活

に
お
い
て
常
時
の
介
護
を
必
要

と
す
る
状
態
に
あ
る
在
宅
の
20

歳
以
上
（
障
害
児
福
祉
手
当
は

20
歳
未
満
）
の
者
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

■ 

支
給
月
額

区分 平成 31 年 3 月まで 平成 31 年 4 月から

特別障害者手当 26,940 円 27,200 円

障害児福祉手当 14,650 円 14,790 円

■ 

支
払
時
期

　

原
則
と
し
て
毎
年
２
月
、
５

月
、
８
月
、
11
月
に
そ
れ
ぞ
れ

の
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

■ 

所
得
制
限

　

受
給
者
若
し
く
は
そ
の
配
偶

者
又
は
扶
養
義
務
者
の
前
年
の

所
得
が
一
定
の
額
以
上
で
あ
る

と
き
は
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。

◎
お
問
合
せ
先

宇
検
村
役
場
保
険
福
祉
課

☎
０
９
９
７
‐
６
７
‐
２
２
１
１

大
島
支
庁
瀬
戸
内
事
務
所

福
祉
課

☎
０
９
９
７
‐
７
２
‐
０
１
８
６ 

新
し
く
な
り
ま
し
た
。

【
一
言
ご
挨
拶
】

「
人
権
に
係
る
色
々
な
問
題
に
対

し
て
、
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
地

域
住
民
の
方
々
の
た
め
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
を
活
か
し
、
高
齢

者
や
子
ど
も
の
人
権
問
題
に
も

力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
」
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今
年
の
10
月
１
日
に
予
定
さ

れ
て
い
る
消
費
税
率
引
き
上
げ

の
際
に
は
、
軽
減
税
率
制
度
が

実
施
さ
れ
、
税
率
８
％
と
10
％
、

双
方
の
商
品
を
取
り
扱
う
事
業

者
は
様
々
な
対
応
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
業
者
を
支
援
す

る
た
め
、
国
に
お
い
て
軽
減
税

率
に
対
応
す
る
た
め
の
レ
ジ
や

受
発
注
シ
ス
テ
ム
、
請
求
書
の

発
行
を
行
う
シ
ス
テ
ム
の
改
修
・

導
入
に
対
す
る
補
助
金
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

早
め
に
対
応
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局

http://kzt-hojo.jp/

☎
０
１
２
０
‐
３
９
８
‐
１
１
１

　

宇
検
村
で
は
、
平
成
31
年
度

４
月
分
の
使
用
料
よ
り
納
期
限

内
に
収
め
て
い
た
だ
い
た
方
と

の
「
負
担
の
公
平
性
」
を
確
保

す
る
た
め
、「
宇
検
村
税
外
収
入

の
督
促
手
数
料
及
び
延
滞
金
に

関
す
る
条
例
」
の
規
定
に
基
づ

き
、納
期
限
内
に
納
付
が
な
か
っ

た
方
に
督
促
手
数
料
及
び
延
滞

金
を
徴
収
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
３
ヶ
月
以
上
納
付
の

な
い
方
に
対
し
て
は
、
水
道
及

び
集
落
排
水
を
利
用
の
方
へ
は
、

給
水
停
止
等
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
営
住
宅
及
び
定
住

促
進
住
宅
に
入
居
さ
れ
て
い
る

方
へ
は
「
退
去
命
令
等
」
の
措

置
を
講
ず
る
こ
と
と
な
り
ま
す

の
で
、
納
期
内
納
付
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

軽
減
税
率
対
策
補
助
金

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す

建
設
課
よ
り
使
用
料
の

取
扱
い
改
定
に
つ
い
て

　

田
検
の
故
渡
武
彦
氏
は
、
官

公
庁
の
建
物
や
教
会
の
建
築
を

通
じ
て
戦
後
の
奄
美
の
復
興
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
引
退
後
は

田
検
集
落
の
共
同
墓
地
建
設
に

中
心
的
な
役
割
を
果
た
さ
れ
、

他
の
集
落
に
お
け
る
共
同
墓
地

建
設
の
先
駆
け
と
な
り
ま
し
た
。

共
同
墓
地
建
設
に
よ
っ
て
、
田

検
に
縁
の
あ
る
御
霊
を
祀
り
、

無
縁
仏
を
な
く
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
田
検
集
落
全
体
で
五

月
の
節
句
を
祝
い
、
子
供
た
ち

の
成
長
を
願
う
行
事
の
定
着
に

も
取
り
組
み

ま
し
た
。
さ

ら
に
集
落
に

遺
る
昔
話
の

語
り
手
と
し

て
も
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。

　

武
彦
氏
の
ご
長
男
で
奄
美
観

光
ホ
テ
ル
の
創
業
者
で
あ
る
渡

博
文
氏
は
、
武
彦
氏
が
語
る
ケ

ン
ム
ン
伝
説
が
と
り
わ
け
印
象

に
残
っ
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

昔
の
古
老
た
ち
は
、
ケ
ン
ム
ン

を
恐
れ
の
対
象
と
し
て
、
ま
た

親
し
み
の
対
象
と
し
て
伝
え
て

き
ま
し
た
。
子
供
た
ち
に
「
危

険
な
場
所
や
夜
に
出
歩
く
と
ケ

ン
ム
ン
に
出
会
う
よ
。」
と
言
っ

て
危
険
か
ら
遠
ざ
け
る
た
め
に

ケ
ン
ム
ン
を
語
り
、
他
方 

人
間

と
相
撲
を
と
っ
た
り
、
悪
戯
す

る
親
し
み
の
対
象
と
し
て
の
ケ

ン
ム
ン
も
語
り
継
い
で
き
た
の

で
す
。

　

博
文
氏
は
、
父
で
あ
る
武
彦

氏
の
生
ま
れ
故
郷
宇
検
村
に
対

す
る
熱
い
想
い
を
い
つ
し
か
理

解
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
い

ま
す
。
博
文
氏
が
焼
酎
工
場
を

宇
検
に
開
設
し
た
こ
と
も
、
宇

検
村
の
産
業
振
興
や
雇
用
創
出

に
よ
っ
て
村
の
発
展
に
貢
献
し

た
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
り
、

何
よ
り
も
父
武
彦
氏
が
喜
ん
で

く
れ
る
と
思
っ
た
の
だ
そ
う
で

す
。

　

宇
検
村
の
教
育
振
興
に
関
心

の
高
か
っ
た
武
彦
氏
は
、
生
前
、

村
の
子
供
た
ち
に
、
た
く
さ
ん

の
本
を
読
ん
で
も
ら
い
た
い
と

の
想
い
か
ら
毎
年
、
浄
財
を
寄

付
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。（
平
成

９
年
か
ら
平
成
18
年
ま
で
。）

そ
の
ご
寄

付
で
購
入

さ
れ
た
本

は
「
渡
武

彦
文
庫
」

と
し
て
整

備
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
平
成
24
年
か
ら
は
博

文
氏
が
武
彦
氏
の
ご
意
志
を
引

き
継
い
で
寄
付
し
続
け
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

　

昨
年
、
博
文
氏
は
、
宇
検
村

の
地
域
振
興
と
文
化
教
育
振
興

に
継
続
的
に
貢
献
す
べ
く
、「
渡

博
文
ゆ
め
基
金
」
を
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
従
来
の
渡
武
彦
文
庫

へ
の
資
金
拠
出
は
本
年
度
か
ら

ゆ
め
基
金
に
引
き
継
が
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
ゆ
め
基
金
は
そ
の
最

初
の
事
業
と
し
て
、
平
成
30
年

９
月
、
絵
本
「
ケ
ン
ム
ン
と
ぼ

く
の
夏
」
を
出
版
し
ま
し
た
。

都
会
か
ら
宇
検
村
に
や
っ
て
き

た
小
学

３
年
生

の
男
の

子
ヒ
ロ

君
の
ひ

　瀬戸内警察署と瀬戸内警察署管内沿岸防犯
連絡協議会（会長瀬戸内町長，副会長宇検村
長）は１月 23 日，宇検漁港とタエン浜の２
か所に密入国，密輸等の沿岸犯罪の未然防止，
早期の通報を呼びかける看板を設置しまし
た。宇検村では平成７年９月，台風避難のた
め焼内湾に停泊していた台湾漁船から中国籍
の船員２人が不法上陸した事件が発生してい
ます。

　不審な人・
車・船を見か
けたら 110
番通報若しく
は瀬戸内警察
署，宇検駐在
所へ通報をお
願いします。

密入国・密輸の防止を呼びかける看板を設置 バス車両をワゴン車に変更しました
平成 31年 2月 2日

＜ お客様各位 ＞

いつも(株)しまバスをご利用頂き、ありがとうございま

す。

平成３１年 2月 9日（土）より、

「屋鈍～名柄～湯湾」線は、

バス車両
．．．．

』の代わり
．．．．

に、『ワゴン車（9人乗り
．．．．．．．．．

）
．
』で

運行しますので、ご利用の際はご注意下さい。

※「宇検～湯湾～新村」線は、今まで通り小型バスでの運行です。

今後とも何卒よろしくお願い致します。

(株)しまバス 0997-52-0509

屋
鈍

　平成３１年 2 月 9 日（土）より、「屋
鈍～名柄～湯湾」線は、『バス車両』の代
わりに、『ワゴン車（9 人乗り）』での運
行となりました。
ご利用の際はご注意下さい。

※「宇検～湯湾～新村」線は、今まで通
り小型バスでの運行です。

渡
武
彦
文
庫
か
ら

　
　
　

渡
ゆ
め
基
金
へ

～
宇
検
村
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
～

と
夏
の
経
験
と
成
長
す
る
姿
を

通
し
て
、
宇
検
村
の
自
然
の
魅

力
や
祭
り
と
共
に
ケ
ン
ム
ン
伝

説
が
自
然
と
一
体
に
な
っ
た
精

神
性
の
象
徴
と
し
て
語
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
フ
ノ
シ
海

岸
に
建
立
さ
れ
た
対
馬
丸
遭
難

の
慰
霊
碑
は
青
い
海
に
眠
る
戦

争
の
記
憶
を
語
り
継
ぐ
こ
と
の

大
切
さ
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

（
絵
本「
ケ
ン
ム
ン
と
ぼ
く
の
夏
」

は
村
内
の
各
学
校
や
教
育
委
員

会
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

一
読
く
だ
さ
い
。）

　

渡
博
文
氏
は
ゆ
め
基
金
の
活

動
を
通
し
て
、
宇
検
の
こ
ど
も

た
ち
に
、
夢
を
抱
き
、
目
標
を

定
め
て
努
力
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
語
り

ま
す
。
信
じ
、
歩
み
続
け
れ
ば
、

夢
を
引
き
寄
せ
、
実
現
で
き
る

こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
言
い

ま
す
。

　

村
の
大
先
輩
に
学
び
つ
つ
、

こ
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
そ
の

夢
を
実
現
す
る
姿
を
応
援
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

渡　博文氏 (85)

渡　武彦氏

名誉村民
奄美観光グループ  会長

（81 歳当時の写真）

～(

株)

奄
美
大
島
開
運
酒
造
よ
り
提
供
～

【
対
象
と
な
る
項
目
】

住
宅
使
用
料

簡
易
水
道
使
用
料

農
業
集
落
排
水
使
用
料

漁
業
集
落
排
水
使
用
料

【
督
促
手
数
料
の
額
】

１
通
に
つ
き
２
０
０
円

　

使
用
料
等
を
納
期
限
ま
で
に

納
め
て
い
な
い
場
合
は
、
納
期

限
後
20
日
以
内
に
督
促
状
を
発

送
し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
１
通

に
つ
き
２
０
０
円
の
督
促
手
数

料
が
か
か
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

宇
検
村
役
場
建
設
課

☎
０
９
９
７
‐
６
７
‐
２
２
１
４
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要
チ
ェ
ッ
ク

で
す
よ
♪

保
健
福
祉
だ
よ
り

20

Vol.

保 健 福 祉 だ よ りVol. 20 み
ん
な
で

元
気
に
！

柔
道
整
復
師
の
施
術
を

　
　
　
　
受
け
ら
れ
る
方
へ

国
民
健
康
保
険
を
使
っ
て
、
柔
道
整
復
師
の
施
術
を
受
け
る
場
合
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

 H
ok

en
 Fukushi Dayori ‐since 2014‐

　
         fine at everybody! 

子育て世代包括支援センター『LINE』始めました！ 不妊相談窓口のお知らせ

　乳幼児健診・親子
教室・歯ッピー教室・
予防接種などの情報
をタイムラインで発
信していきます。

友達追加してくださいね。

　県では，不妊に関する医学的・専門的な相談や
心の悩みなどの相談窓口として，専門相談窓口と
一般相談窓口を設けています。
相談はすべて無料です。お気軽にご利用ください。
〇専門相談窓口（鹿児島大学病院）電話・メール
〇一般相談窓口（県保健所）  電話・面接
※詳しくは県ホームページをご覧ください。

（「鹿児島県　不妊相談」で検索）
【お問合せ先】
宇検村子育て世代包括支援センター　☎  67-2212　

【お問合せ先】
県庁子育て支援課　(286)2466　☎  099-286-2466　

国
民
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合

（
一
部
負
担
金
で
受
け
ら
れ
ま
す
）

　

骨
折
、
脱
臼
、
打
撲
及
び
捻

挫
（
い
わ
ゆ
る
肉
ば
な
れ
を
含

む
。）
の
施
術
を
受
け
た
場
合

（
骨
折
及
び
脱
臼
に
つ
い
て
は
、

緊
急
の
場
合
を
除
き
、
あ
ら
か

じ
め
医
師
の
同
意
を
得
る
こ
と

が
必
要
で
す
。） 

国
民
健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合

（
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）

×
日
常
生
活
に
よ
る
単
な
る
疲

れ
・
肩
こ
り
・
腰
痛
・
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
筋
肉
疲
労
・
筋
肉
痛

×
内
科
的
原
因
に
よ
る
疾
患

×
保
険
医
療
機
関
（
病
院
、
診

療
所
な
ど
）
で
同
じ
負
傷
等
の

治
療
中
で
あ
る
場
合

１
．
負
傷
原
因
を
正
確
に
伝
え

ま
し
ょ
う

　

い
つ
・
ど
こ
で
・
何
を
し
て
・

ど
ん
な
症
状
が
あ
る
の
か
を
正

確
に
伝
え
、
国
民
健
康
保
険
が

使
え
る
か
ど
う
か
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
交
通
事
故
の
場
合
は

必
ず
役
場
保
健
福
祉
課
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．「
療
養
費
支
給
申
請
書
」
は

内
容
を
よ
く
確
認
し
て
か
ら
署

名
し
ま
し
ょ
う

　

本
人
に
代
わ
っ
て
柔
道
整
復

師
が
保
険
請
求
す
る
た
め
の
書

類
で
す
。
よ
く
確
認
し
て
、
自

筆
で
署
名
し
て
く
だ
さ
い
。（
手

首
の
負
傷
な
ど
に
よ
り
、
自
筆

で
き
な
い
場
合
は
代
筆
で
も
可

能
で
す
が
、
そ
の
場
合
は
捺
印

が
必
要
で
す
）

３
．
領
収
書
は
必
ず
受
け
取
り
、

保
管
し
ま
し
ょ
う

　

柔
道
整
復
師
の
施
術
に
つ
い

て
は
、
保
険
分
合
計
及
び
一
次

負
担
金
並
び
に
保
険
外
の
金
額

の
内
訳
が
わ
か
る
領
収
書
の
無

償
発
行
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
金
額
な
ど
に
間
違
い
が

な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
領
収
証
は
確
定
申
告
の

医
療
費
控
除
に
含
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

４
．
医
療
費
通
知
を
確
認
し
ま

し
ょ
う

　
「
医
療
費
通
知
」
を
各
世
帯

に
お
届
け
し
、
み
な
さ
ん
の
医

療
費
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

医
療
費
通
知
が
届
き
ま
し
た
ら
、

記
載
内
容
（
金
額
、
受
診
回
数
、

診
療
内
容
な
ど
）
を
ご
確
認
い

た
だ
き
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
役
場
保
健
福
祉
課

☎
０
９
９
７
‐
６
７
‐
２
２
１
２

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

施
術
を
受
け
る
場
合
は
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

こん
にち
は、
協力
隊で
す。

協力隊のはるかです。
宇検村にやってきて、早くも４ヶ月がすぎました。

あっという間にすぎていく日々の過ごし方をまだまだ模索中です。

２月

初めて参加する奄美スイッチ。奄美ス
イッチとは、島の中で精力的に活動して
いる方達が集まり、次の一歩へと背中を
押し合う集いです。これからの活動のヒ
ントを沢山得ることができました。

成人式に出初式…村内のおめでたい
行事に、広報撮影係として参加させ
ていただきました。まだまだ村内で
の初めてが沢山あり、新鮮なことだ
らけです。

以前田検小学校の環境学習を取材さ
せていただいたのですが、それ以来
島の植物に興味がありました。そし
て念願の湯湾岳を初登山。初めてみ
る植物に奄美大島の独特な自然を実
感しました。

１月

宇検村の土を使って陶芸用の粘土作り
をしている様子です。使えるように
なったら、ぜひ村民のみんなにも体験
していただきたいと思っています。

制服がス
テキです

！

とっても為
になる話で

した…

初めて見るユワンツチトリモチ

意外と体力
を使う作業

なんです…

12 月
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〒
894-3392　

鹿
児

島
県

大
島

郡
宇

検
村

湯
湾

　
　

915
番

地
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話
：

0997(67)2211 / FAX
：

0997(67)2262
発

行
：

宇
検

村
役

場
/

編
集

：
総

務
企

画
課
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広

報う
け
ん

（
平

成
31

年
3

月
号

）

氏
名

年
齢

住
所

高
田  

ツ
ル
子

84 

宇
検

平
田  
禎
祐

91

芦
検

亀
石  
一
美

88

湯
湾

吉
村  

ミ
ス
ヱ

96 

屋
鈍

幸
田  

チ
ヨ
子

97  

芦
検

米
田  

テ
ル
子

91

田
検

上
田  

幸
二
郎

54

須
古

益
江  

清
雄

92

部
連

幸　

  

正
裕

72

名
柄

窪　

  

茂
成

90

阿
室

吉
野  

康
照

85

屋
鈍

お
く
や
み

氏
名

住
所

本
田  

よ
し
の

埼
玉
県

前
田  

多
都
子

埼
玉
県

松
村  

忠
義

神
奈
川
県

比
嘉  

ひ
ふ
み

大
阪
府

前
多  

ひ
と
み

大
阪
府

瀬
川  

耕
司

東
京
都

前　

義
廣

岡
山
県

徳
留  

茂
子

大
阪
府

前
場  

益
男

神
奈
川
県

氏
名

住
所

中
田  

孝
憲

茨
城
県

本
田  

よ
し
の

埼
玉
県

山
本  

直
子

千
葉
県

徳
田  

綾
子

東
京
都

三
浦  

理
恵

愛
知
県

元
田  

和
人

東
京
都

森　

  

義
明

愛
知
県

塩
澤  

則
子

茨
城
県

鈴
木  

敬

静
岡
県

前
田  

勝
也

沖
縄
県

松
尾  
洋

熊
本
県

栄　

美
恵
子

奈
良
県

上
原  

フ
ミ
エ

奄
美
市

吉
永  

尚
和

鹿
児
島
市

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税
（
続
き
）

広
報
お
礼

※
掲
載
の
承
諾
を
頂
い
た
方
の
み

掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
掲
載

順
は
届
出
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

村民のうごき ■ 

香
典
返
し

氏
名   

住
所

富
山  

ミ
サ
カ

石
良

幸
田  

孝
一
郎

　
　

  

信
則

千
葉
県

栄　

平
四
郎

芦
検

里　

て
る
え

奄
美
市

高
田  

武
治

宇
検

米
田  

英
雄

田
検

亀
石  

ツ
ル
ヱ

湯
湾

社
協
ご
寄
付

島 の 宝 っ 子

肥後　奏
そうすけ

佑くん
平成30年 1月 15日生（湯湾）

保護者・輝さん

重山　知
ち さ

沙ちゃん
平成30年 2月 13日生（須古）

保護者・直毅さん

川畑　櫂
かい

くん
平成30年 2月 21日生（芦検）

保護者・亮さん

出
生
児

保
護
者

住
所

脇
田　

悠ゆ

ら来

大
作

生
勝

藤
原　

裕ゆ
う
の乃

尚
斗

湯
湾

津
田　

一い
ぶ
き颯

亮
平

宇
検

う
ぶ
ご
え

ご
結
婚
お
め
で
と
う

爲
ヶ
谷  

文
代

東
京
都

矢
部  

信

東
京
都

正
木  

一
光

大
阪
府

下
山  

恒
春

山
形
県

有
川  

昭
男

千
葉
県

瀬
川  

耕
司

東
京
都

竹
村  

智
之

東
京
都

川
鍋  

幸
子

東
京
都

政
野　

良
太
（
屋
鈍
）

安
田　

綾
乃
（
田
検
）

（♥

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
米
田（平成 31 年２月末現在）

　　　 男　　842　人

　　　 女　　902　人

　　　 計　 1,744　人

　 　  世帯   　970
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